
検 索 観音寺市議会

観音 寺市 議 会だより
KAN-ONJI CITY COUNCIL No.41 2024.5.1

観音寺の輝く未来へ 市議会の動きをわかりやすくお伝えします

ミ ラ イ ヱ

  人口 56,795 人
（2024.４.1現在 内外国人1,336人）
（対１月比 276人減）
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３月定例会のあらまし

本議会だよりでは、提出議案の一部を掲載して
おります。その他、議案などの詳細は
市議会ホームページをご覧ください。

お知らせ

定
例
会
が
2
月
28
日
か
ら
3
月
22
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
人
事
案
件
１
件
を
初
日
に
可
決
し
た
。

一
般
質
問
は
6
日
に
4
人
、
7
日
に
8
人
が
市
政
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
32
議
案
と
請
願
１
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
付
託
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
た
。

ま
た
、
追
加
議
案
５
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

−議提議案第１号−
観音寺市議会議員定数条例の一部改正について

　議員定数を「20人」から「18人」に改める。
　次の一般選挙から適用する。

●観音寺市議会議会改革検討協議会において、近隣市の状況や今後の人口推移などを勘
案し協議を重ねた結果、議会の役割を果たすことができる議員定数として「20人」か
ら「18人」とする提案があり、賛成多数で可決した。

Pick up!

３月定例会の主な議案

−議案第 16 号−
人権擁護委員の候補者の推薦について

白
し ら か わ

川 まり子
こ

 氏　竹
た け が わ

川 益
ま す

美
み

 氏　藤
ふ じ か わ

川 京
きょう

子
こ

 氏
三
み

好
よ し

 久
ひ さ

惠
え

 氏　　藤
ふ じ か わ

川 善
よ し

規
き

 氏　岡
お か

田
だ

 道
み ち

夫
お

 氏

●令和６年６月 30日をもって現職の任期が満了する
ことに伴い、後任委員の候補者の推薦に同意した。

Pick up!
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−議案第25号−
令和6年度観音寺市一般会計予算

　のりあいバス運行事業　　　　　　　6,728万円
●伊吹線を除く市内５路線でバスを運行する経費。また、利便性向上のためバスロケー
ションシステムを実装するとともに、利用者のニーズに柔軟に対応する公共交通シス
テムとして、五郷地区においてデマンド交通の実証実験を行うもの。

　再生可能エネルギー整備事業　　　　1,076万円
●ゼロカーボンシティ達成のため、ゼロエネルギーハウスや電気自動車充放電設備、太
陽光発電システムや定置型蓄電池の設備に対して補助を行う。また、ゼロエネルギー
ハウスについては、定住促進・子育て支援として申請者が 40歳以下であれば、ゼロ
エネルギーハウスの補助金を 20万円上乗せして家計負担の軽減を図るもの。

　離島買い物支援事業　　　　　　　　  　73万円
●買い物が困難となっている島民の生活機能を維持するため、伊吹観音寺航路を利用し、
食品等の移動販売を行う事業者に対し、移動販売用軽自動車１台および販売員１名の
往復の運賃を助成するもの。

　デジタル行政推進事業　　　　　　　9,617万円
●「観音寺ＤＸ推進計画」に明記されている基幹システムの標準化、マイナンバーカード
普及促進、行政手続のオンライン化などを推進していく。また、市公式ＬＩＮＥにＣ
ｈａｔＧＰＴを利用したチャットボットを構築し、市民からの問い合わせに対する利
便性向上を図るもの。

　交流定住促進事業　　　　　　　　　  　93万円
●交流、定住人口の拡大に向け、婚活支援イベントを支援するとともに、かがわ縁結び
支援センター登録料の軽減や香川大学との域学連携事業を実施するもの。

　地域防災推進事業　　　　　　　　　　864万円
●自主防災組織の機能強化、避難体制の強化、家具類の転倒防止対策を促進し、防災・
減災体制を強化するべく、家具類の転倒防止対策や自主防災組織の機能強化、避難所
などの資機材を充実させるもの。

新規・拡充事業を中心に取り上げています。

Pick up!
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３月定例会のあらまし

　新規就農者サポート事業　　　　　　2,183万円
●農家の子弟のみならず、将来にわたり農業を支える人材を確保するため、のれん分け
就農を促進するとともに、技術の習得や機械・施設の整備などを支援することで、就
農希望者が円滑に就農できる環境を構築するもの。

　地域振興イベント推進事業　　　　　1,615万円
●三大まつり ( 銭形まつり、萩まつり、豊浜ちょうさ祭 ) のほか、市地域振興イベント
推進協議会で承認された事業に対して補助を行い、地域の活性化を図るもの。

　観光施設整備事業　　　　　　　　　2,593万円
●高屋神社本宮近くにあるくみ取り式トイレに、環境に配慮した排水再利用装置を設置
し、衛生環境などの向上を図るもの。

　耐震改修対策支援補助事業　　　　　1,270万円
●耐震基準に適合しない民間住宅の耐震診断、耐震改修工事、耐震改修工事に伴うリフ
ォーム工事、耐震シェルターなどの設置に要する経費の一部を補助するもの。

　駅周辺環境整備事業　　　　　　　　　803万円
●ＪＲ豊浜駅前に屋根付き駐輪場を整備するもの。
　　★★令和５年８月に開催した「高校生と市議会議員の意見交換会」でいただいた要望が実現。

　不登校対策教育支援事業　　　　　　　103万円
●教育センターにて支援教室（教育支援センターＰｌｕｓ）を開設し、不登校状態にあ
る児童生徒の指導および保護者の教育相談、学校との連携を図るためのもの。

　南・西統合公民館建設事業　　　　　　296万円
●老朽化した観音寺南公民館および西公民館の統合にむけて、建設に係る地質調査など
を実施するもの。

　親子交流支援事業　　　　　　　　　　108万円
●離婚などで離れて暮らすことになった一方の親と子どもが、定期的・継続的に心身と
もに健康的で健全な交流をするための支援を行う団体に事業を委託し、子どもの健や
かな成長を支援するもの。



5 ※一般質問ページに掲載の顔写真については、広報用写真を使用しております。

代 表 質 問

今
後
、
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く

答 弁

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
に
関
し
て
問
う

【
質
問
】
全
国
的
傾
向
と
し
て
、
１
，
６
０
０
市
区
長

村
の
約
３
割
に
あ
た
る
４
５
１
自
治
体
が
小
中
学
校
の

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。
人
口
減
少

対
策
を
考
え
た
上
で
今
後
観
音
寺
市
も
無
償
化
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

国
が
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
に
向
け
た
実
態
把
握
と
課

題
整
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
と
し

て
今
後
こ
う
し
た
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

【
質
問
】
自
治
会
長
会
に
て
南
・
西
公
民
館
を
統
合
し
、

現
南
公
民
館
の
場
所
に
建
て
替
え
る
案
が
出
て
い
る
が
、

今
後
の
進
捗
を
問
う
。

【
答
弁
】
令
和
６
年
度
よ
り
、
地
質
調
査
・
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
調
査
を
計
画
し
て
お
り
、
ま
た
、
南
・
西
両
自

治
会
連
絡
協
議
会
や
利
用
団
体
等
か
ら
の
要
望
等
を
聴

取
し
、
必
要
な
機
能
や
建
設
規
模
を
ま
と
め
た
統
合
公

民
館
の
基
本
構
想
を
策
定
予
定
。
策
定
が
完
了
し
た
後
、

令
和
７
年
度
以
降
に
南
公
民
館
の
解
体
に

係
る
設
計
・
工
事
、
統
合
公
民
館
建
設
に

係
る
設
計
・
工
事
を
行
い
、
令
和
11
年
度

当
初
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

詫 間 　 茂
自民新政会

【
質
問
】「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」を
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
変
換

し
使
用
で
き
る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
励
み
に
な
る
ア
プ

リ
を
提
案
す
る
。

【
答
弁
】
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
地
域
通
貨
に
還
元
す
れ
ば
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
動
機
付
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
の
元
気
向
上
を
図
る
取
り
組
み
と
な
る
。
先
進
地

の
好
事
例
を
参
考
に
、
調
査
研
究
す
る
。

【
質
問
】
県
が
行
う
観
音
寺
港
港
湾
護
岸
津
波
対
策
工

事
の
実
施
に
伴
う
「
港
湾
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
概
要
を

伺
う
。

【
答
弁
】
再
整
備
す
る
施
設
に
は
、
安
心
・
快
適
に
使

用
で
き
る
24
時
間
利
用
可
能
な
ト
イ
レ
の
設
置
を
検
討

す
る
。

【
質
問
】
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
、

事
業
運
営
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
上
限

30
万
円
、
車
両
等
の
購
入
や
改
造
、
改
良

に
係
る
経
費
は
上
限
１
５
０
万
円
の
助
成

を
行
う
。

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
」の

導
入
を
検
討
す
る

答 弁

銭
形
Ｋ
コ
イ
ン
の
浸
透

を
質た

だ

す

石 山 秀 和
公明党

新
築
さ
れ
る「
観
音
寺
市
港
湾
セ
ン
タ
ー
」

ト
イ
レ
整
備
を
質た

だ

す

南
公
民
館
の
建
て
替
え
の
進
捗
を
問
う

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
を
質た

だ

す

24
時
間
利
用
可
能
な
ト
イ
レ

の
設
置
を
検
討
す
る

令
和
11
年
度
当
初
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
る

「
買
物
弱
者
支
援
事
業
」と
し
て
令
和

６
年
度
予
算
に
計
上
し
実
施
す
る

答 弁

答 弁

答 弁

【
質
問
】
令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、
５
年
連
続
で
増

加
と
の
計
画
で
あ
る
。
収
入
の
自
主
財
源
で
あ
る
市
税

は
増
え
て
い
な
い
が
、
支
出
の
人
件
費
や
資
材
な
ど
の

物
価
の
高
騰
が
あ
り
、
市
民
生
活
も
影
響
を
受
け
て
い

る
。
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

【
答
弁
】
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
引
き
続

き
賑に

ぎ

わ
い
・
交
流
の
拠
点
づ
く
り
や
企
業
誘
致
な
ど
に

取
り
組
み
、
市
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
事

業
の
集
中
と
選
択
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
や
県
の
補

助
金
、
財
源
措
置
の
あ
る
有
利
な
地
方
債
の
活
用
で
財

政
負
担
を
軽
減
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
。

【
質
問
】
窓
口
手
続
き
の
簡
略
化
が
進
ん
で
き
た
が
、

「
書
か
な
い
窓
口
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

【
答
弁
】
本
庁
や
大
野
原
・
豊
浜
支
所
に
マ
ル
チ
コ
ピ

ー
機
を
導
入
し
、
コ
ン
ビ
ニ
と
同
じ
よ
う
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
証
明
書
の
取
得
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
度
に
、
本
庁
や
大
野
原
・
豊
浜
支

所
の
窓
口
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を
使
っ
て
、

各
種
申
請
書
の
届
出
人
欄
に
氏
名
な
ど
の

情
報
を
自
動
で
記
入
す
る
、
申
請
書
自
動

記
入
サ
ポ
ー
ト
機
を
設
置
し
、
市
民
の
皆

様
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。

市
の
財
政
状
況
は

市
の
活
性
化
を
図
り
健
全
な

財
政
運
営
を
確
保
す
る

答 弁

立 石 隆 男
創風会

窓
口
手
続
き
の
簡
略
化
は

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
や
申
請
書
自
動

記
入
サ
ポ
ー
ト
機
を
設
置
す
る

答 弁



代表質問・個人質問

6

５
歳
児
健
康
診
査
の
実
施
を

国
や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
検
討
し
て
い
く

答 弁

【
質
問
】
の
り
あ
い
バ
ス
が

「
不
便
で
あ
る
」
と
の
声
が

多
く
、
毎
定
例
議
会
に
て
、

改
善
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
の
り
あ
い
バ
ス
を

廃
止
し
て
タ
ク
シ
ー
券
を
配

布
し
て
は
ど
う
か
。
タ
ク
シ

ー
を
３
、
４
人
で
利
用
す
れ

ば
個
人
負
担
は
大
幅
に
安
く

な
り
、
お
互
い
に
連
絡
を
取

る
こ
と
に
よ
っ
て
友
達
の
安
否
確
認
も
出
来
る
。
デ
マ

ン
ド
が
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
の
に
対
し
、
個
人
で
対

応
す
る
た
め
必
要
な
し
。

乱
暴
な
提
案
か
も
知
れ
な
い
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

【
答
弁
】
の
り
あ
い
バ
ス
で
は
ア
ク
セ
ス
が
不
便
な
場

所
や
高
齢
者
な
ど
の
移
動
に
十
分
対
応
で
き
な
い
場
合

な
ど
が
あ
り
、
従
来
の
交
通
手
段
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
新
た
な
移
動
手
段
で
あ

る
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
を
実
施
す
る
。

　

今
後
そ
れ
を
踏
ま
え
、
の
り
あ
い
バ
ス
の
運
行
を
高

齢
者
を
中
心
に
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
更

な
る
利
便
性
の
向
上
に
務
め
る
。

の
り
あ
い
バ
ス
を
廃
止
し
、

タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
し
て

は
ど
う
か
！

デ
マ
ン
ド
実
証
実
験
の
実
施

を
踏
ま
え
更
な
る
利
便
性
の

向
上
に
努
め
る

答 弁

大久保隆敏
立志会

【
質
問
】
新
道
の
駅
と
の
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
を
考

え
て
い
る
一
の
宮
公
園
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
問
、
提
案
す
る
。
１
点
目
、
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
に
対
応
で
き
る
一
の
宮
海
岸
の
屋
外
シ
ャ
ワ
ー
の

整
備
。
２
点
目
、
多
目
的
広
場
の
舗
装
の
早
急
な
改
修
。

３
点
目
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
使
え
る
、
組
み
立
て
式

の
簡
易
ス
テ
ー
ジ
の
購
入
。
そ
の
他
に
考
え
ら
れ
て
い

る
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
伺
う
。

【
答
弁
】
１
点
目
の
一
の
宮
海
岸
の
屋
外
シ
ャ
ワ
ー
の

整
備
は
、
サ
ッ
プ
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
が

可
能
で
あ
り
、
ま
た
人
々
の
交
流
の
場
と
な
り
得
る
構

成
要
素
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
所
有
者
で
あ
る
香

川
県
と
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。
２
点
目
の
多
目
的
広

場
の
舗
装
改
修
は
、
現
在
、
香
川
県
と
協
議
を
進
め
て

い
る
が
、
具
体
的
な
対
応
な
ど
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て

お
ら
ず
、
引
き
続
き
、
粘
り
強
＜
前
向
き
に
協
議
を
進

め
て
い
く
。
３
点
目
の
組
み
立
て
式
簡
易
ス
テ
ー
ジ
の

購
入
は
、
風ふ

う
こ
う光
明め

い

媚び

な
海
の
景
色
を
自
由
に
借し

ゃ
っ

景け
い

で
き
、

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
他

の
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用
も
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
最
後
に
、
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
新
道
の
駅
と
の
間
に
生
ま
れ

る
相
乗
効
果
を
見
据
え
、
今
後
、
施
策
を

検
討
し
て
い
く
。 香

川
県
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く

答 弁

一の
宮
公
園
の
活
性
化
に

向
け
た
整
備
に
関
し
て

大 平 直 昭
創風会

【
質
問
】
本
市
の
住
宅
耐
震
化
率
は
、
77
％
で
、
全
国

平
均
87
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
住
宅
耐
震
化
が
進
ま
な

い
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
改
修
費
が
高
額
で
あ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
観
音
寺
市
民
間
住
宅
耐
震
対
策
支
援

事
業
の
補
助
額
を
増
額
し
、
対
策
を
加
速
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

【
答
弁
】
耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る
補
助
額
１
０
０
万

円
の
財
源
内
訳
は
国
50
％
、
県
25
％
、
市
25
％
と
な
っ
て

お
り
、
増
額
に
は
国
や
県
の
財
源
も
必
要
に
な
る
た
め
、

市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国
や
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

【
質
問
】
５
歳
児
健
診
へ
の
国
の
助
成
事
業
が
始
ま
っ

た
。
本
市
で
も
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

【
答
弁
】
５
歳
児
健
診
は
、
発
達
や
情
緒
の
特
性
か
ら

集
団
行
動
な
ど
で
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
に
対
し
て
、

早
期
に
介
入
す
る
こ
と
で
保
護
者
の
課
題
へ
の
気
付
き

や
生
活
へ
の
適
応
の
向
上
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

が
重
要
で
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
や
関
係
機
関
の
協

力
な
ど
、
実
施
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
現
在
行
っ
て
い
る
巡
回
相
談
事
業
を

継
続
し
つ
つ
、
国
や
近
隣
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国
や

県
に
増
額
を
働
き
か
け
る

答 弁

耐
震
対
策
に
関
す
る
助

成
金
の
増
額
を

白 川 雅 仁
公明党
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【
質
問
】
道
の
駅
に
は
「
単
独
型
」
と
、「
一
体
型
」
の

整
備
方
法
が
あ
る
。
事
業
費
の
縮
小
化
を
図
る
た
め
に

も
国
交
省
と
の
一
体
型
事
業
を
す
べ
き
と
考
え
提
案
す

る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
道
路
管
理
者
と
市
町
村
で
整
備
す
る
「
一
体

型
」
と
市
町
村
で
全
て
を
整
備
す
る
「
単
独
型
」
の
２

種
類
が
あ
る
。
本
市
と
し
て
市
の
財
政
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
も
、
一
体
型
と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え

る
。

【
質
問
】
新
道
の
駅
整
備
後
、
市
設
置
施
設
以
外
の
市

税
を
補
填
と
し
て
毎
年
拠
出
し
続
け
る
よ
う
な
運
営
・

経
営
と
な
ら
な
い
様
、
運
営
の
独
立
採
算
制
を
取
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
運
営
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用

し
、
収
益
性
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
事
業
収
益
を
も
っ
て
地
域
サ
ー
ビ
ス

へ
の
還
元
や
、
運
営
管
理
を
賄
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
。

一
体
型
と
し
て
整
備
を
行
い
た
い

答 弁

新
道
の
駅
に
関
し
、国

交
省
と
の
一
体
型
整
備

を
提
案
す
る

岸 上 政 憲
自民新政会

道
の
駅
整
備
後
、
市
設
置
施
設
以
外
の
施
設
の

運
営
に
は
、
独
立
採
算
制
を
取
る
べ
き
と
考
え
る

運
営
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
活
用
し
、
そ
の
事
業
収
益
を

も
っ
て
地
域
サ
ー
ビ
ス
へ
の
還
元

や
、
運
営
管
理
を
賄
っ
て
欲
し
い

答 弁

【
質
問
】
長
期
間
工
事
が
停
止
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
計
画
通
り
公
共
工
事

は
進
捗
し
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
建
設
課
に
お
い
て
長
期
計
画
に
基
づ
き
整
備

を
し
て
い
る
路
線
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
と
し
て
、
市
道
国
道
長
谷
線
、
市
道
粟
屋
堂
之
岡
線

（
堂
之
岡
工
区
）、
市
道
庁
舎
西
線
、
市
道
観
音
寺
大
野

原
線
の
４
路
線
、
ま
た
、
地
域
連
携
道
路
事
業
と
し
て
、

観
音
寺
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
接
続
道
路

の
市
道
駅
池
連
絡
１
号
線
、
市
道
駅
池
連
絡
２
号
線
の

２
路
線
で
、
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
て
見
通

し
が
た
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
限
ら
ず
文
化
活
動
を
含
め
、

本
市
に
居
住
す
る
方
な
ど
の
活
躍
に
対
し
て
、
そ
の
功

績
を
称た

た

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
本
市
に
居
住
す
る
人
な
ど
の
活
躍
に
対
し
て
、

そ
の
功
績
を
称た

た

え
、
市
民
に
広
く
周
知
す
る
こ
と
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
お
よ
び
発
展
に
寄き

よ与
す
る
も
の
と
考

え
る
。

　

今
後
、
世
界
大
会
な
ど
で
、
極
め
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
る
な
ど
、
市
民
に
誇
り
と
本
市
へ
の

愛
着
を
育
む
よ
う
な
活
躍
が
あ
っ
た
場
合

は
、
懸
垂
幕
を
作
成
し
、
掲
示
す
る
こ
と

も
検
討
す
る
。

公
共
整
備
の
進
捗
状
況
は

市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
方
法
を
検
討
す
る

答 弁

伊 丹 準 二
自民新政会

【
質
問
】
昨
年
の
所
得
税
減

税
に
続
き
、
今
回
市
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
７
万
円
支

給
し
、
事
業
者
支
援
も
行
っ

た
。
ど
う
具
体
化
し
た
か
。

【
答
弁
】
２
月
27
日
時
点
で
、

中
小
業
者
向
け
支
援
金
は
６

７
３
件
申
請
で
約
７
，
１
０

０
万
円
、
農
林
業
者
支
援
金
は
、
６
９
４
件
で
約
２
，

４
０
０
万
円
、
漁
業
者
支
援
金
は
、
36
件
で
１
８
０
万

円
な
ど
を
す
で
に
交
付
済
み
。

【
質
問
】
市
教
員
の
欠
員
は
何
人
。
残
業
時
間
が
月
45

時
間
を
超
え
る
人
数
と
割
合
は
。
本
市
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

【
答
弁
】
欠
員
は
な
い
。
月
45
時
間
を
超
え
る
教
員
の

割
合
は
４
月
に
70
％
、
12
月
に
30
％
。
支
援
員
は
、
今

年
度
に
続
き
来
年
度
も
４
名
増
の
予
定
。
令
和
６
年
度

か
ら
小
中
学
校
と
も
学
年
始
休
業
日
を
１
日
延
長
し
、

新
学
期
の
準
備
時
間
を
確
保
す
る
。
小
学

校
は
授
業
時
数
を
週
30
時
間
か
ら
29
時
間

に
短
縮
す
る
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の

導
入
で
業
務
の
効
率
化
を
目
指
す
。

厳
し
い
人
々
へ
支
援
が
届
く

よ
う
講
じ
る

答 弁

原
油
・
物
価
高
騰
対
策
が

届
い
て
い
な
い
人
へ
は

教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
解
消
を
伺
う

教
職
員
の
勤
務
時
間
の
縮
減

に
取
り
組
む

答 弁

藤 田 　 均
無所属（共産）

功
績
を
称た

た

え
る
べ
き
で
は
な
い
か

懸
垂
幕
を
作
成
し
、
掲
示
す

る
こ
と
も
検
討
す
る

答 弁
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【
質
問
】
Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地

区
域
に
対
し
て
今
後
の
あ
り
方
を
住
民
・
事
業
者
・
商

店
街
・
行
政
と
連
携
し
て
ど
の
よ
う
な
街
に
し
て
い
く

か
話
し
合
い
を
始
め
る
こ
と
が
必
要
か
と
思
う
。
ま
た
、

実
現
に
際
し
て
国
の
支
援
を
得
る
た
め
に
は
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
が
必
要
と
な
る
。

策
定
の
予
定
は
あ
る
か
。

【
答
弁
】
平
成
24
年
度
か
ら
中
心
市
街
地
地
区
都
市
再

生
整
備
計
画
、
令
和
３
年
か
ら
は
観
音
寺
市
立
地
適
正

化
計
画
を
策
定
し
、
各
計
画
に
て
都
市
機
能
、
居
住
機

能
の
集
約
に
よ
る
人
口
集
積
を
図
る
こ
と
で
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
観
音
寺
地

域
、
大
野
原
地
域
、
豊
浜
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

生
か
し
た
拠
点
と
し
て
整
理
し
、
各
拠
点
間
を
公
共
交

通
で
接
続
す
る
、
コ
ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

観
音
寺
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
本
エ
リ
ア
が
中
心
市
街
地
と
し
て
果
た
す
べ
き
役

割
の
観
点
か
ら
、
今
後
も
さ
ら
な
る
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
向
け
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
立
地

適
正
化
計
画
な
ど
に
沿
っ
て
、
関
係
部
署
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

関
係
部
署
と
協
議
し
な
が
ら

検
討
す
る

答 弁

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
策
定
に
関
し
て

豊 浦 孝 幸
創風会

【
質
問
】
屋
根
付
き
の
駐
輪
場
を
設
置
す
る
計
画
は
あ

る
か
。
ま
た
、
利
用
者
が
気
持
ち
よ
く
使
用
で
き
る
た

め
の
環
境
を
整
え
る
手
段
は
考
え
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
屋
根
付
き
の
駐
輪
場
の
設
置
に
つ
い
て
、
前

向
き
に
検
討
し
、
今
後
、
区
画
線
や
ホ
ル
ダ
ー
の
設
置

に
よ
り
駐
輪
位
置
の
明
確
化
や
啓
発
看
板
に
よ
る
利
用

者
の
マ
ナ
ー
向
上
へ
の
取
組
強
化
な
ど
、
適
正
な
管
理

に
努
め
る
。

【
質
問
】
豊
浜
の
港
を
「
海
路
」
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
は
可
能
か
。
ま
た
、
新
道
の
駅
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し

て
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
計
画
は
。

【
答
弁
】
近
接
す
る
県
管
理
地
方
港
湾
の
豊
浜
港
に
つ

い
て
、
今
後
、
救
助
・
輸
送
活
動
等
を
行
う
港
と
し
て

位
置
付
け
る
よ
う
、
県
と
協
議
を
行
う
。
ま
た
、
空
路

に
つ
い
て
は
、
発
災
直
後
、
人
命
に
か
か
わ
る
救
急
輸

送
や
被
災
地
へ
の
緊
急
支
援
物
資
輸
送
の
際
に
、
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
輸
送
手
段
と
考
え
て
お
り
、

平
常
時
は
利
用
者
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
、
有
事
の
際
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
調
整
す

る
。

市
は
管
理
者
と
し
て
整
理
な

ど
随
時
対
応
し
て
い
る

答 弁

観
音
寺
駅
南
側
駐
輪
場

の
整
備
に
関
し
て

三 好 優 子
無所属

新
道
の
駅
の
災
害
時
の
陸
路
以
外
の
交

通
・
運
搬
手
段
を
伺
う

被
災
時
に
路
面
の
損
傷
な
ど
に
よ
り
、

道
路
以
外
で
の
輸
送
方
法
も
検
討
す
る

答 弁

【
質
問
】
具
体
的
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

【
答
弁
】
①
事
前
に
家
族
と
避
難
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
決
め
る
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
今
い
る
場
所

の
危
険
性
を
確
認
す
る
。

③
テ
レ
ビ
、
市
の
防
災
行
政
無
線
・
防
災
ラ
ジ
オ
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
正
確
な
情
報
入
手
す
る
。

④
災
害
が
発
生
す
る
前
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

避
難
す
る
場
所
は
、「
安
全
な
場
所
に
避
難
」
が
原
則
で
、

避
難
所
避
難
、
在
宅
避
難
、
車
中
避
難
、
親
戚
・
知
人

宅
へ
の
避
難
な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
る
。

【
質
問
】
観
音
寺
市
で
の
一
時
預
か
り
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性
を
伺
う
。

【
答
弁
】
大
野
原
こ
ど
も
園
内
に
て
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

の
名
称
で
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
職
員
３
名
を
配
置

し
、
実
施
し
て
い
る
。
実
施
日
時
は
、
土
曜
日
を
除
く

こ
ど
も
園
開
所
日
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

週
２
回
ま
で
利
用
で
き
、
料
金
は
１
時
間
２
５
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
本
年
１

月
よ
り
、
保
育
士
を
１
名
増
員
し
、
４
人

体
制
で
対
応
し
て
い
る
。 防

災
に
関
し
て
、
避
難

す
る
の
に
何
が
必
要
か

総
合
防
災
マ
ッ
プ
に
あ
る「
わ
が
家
の

避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
参
考
に

答 弁

公
立
の
一
時
預
か
り
に
関
し
て
伺
う

大
野
原
こ
ど
も
園
内
に
て
「
ひ
な
た

ぼ
っ
こ
」
の
名
称
で
実
施
し
て
い
る

答 弁

合田千佳子
創風会
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氏　　名 質　問　件　名 氏　　名 質　問　件　名

詫間  　茂
（自民新政会）

●市長の三大公約について
●国内外の地方都市との姉妹都市提
携について
●公園整備について
●公共施設の削減について
●正社員の壁について
●五輪・パラ知見、健康増進への活
用について

石山　秀和
（公明党）

●財政について
●情報発信のあり方について
●国道１１号の拡幅工事の進捗、ス
マートインター工事の進捗、遺跡
調査の現状について
●雇用について
●少子化対策について
●防災・減災対策について

大久保隆敏
（立志会） ●施政方針について

氏　　名 質　問　件　名 氏　　名 質　問　件　名

大平　直昭 ●施政方針について

豊浦　孝幸

●施政方針について
●地域おこし協力隊について
●産業振興について
●市民サービス、庁内デジタル化に
ついて
●公民館について
●人材交流について

岸上　政憲
●防災について
●市所有施設の蛍光灯交換計画につ
いて

藤田　　均

●保育士配置基準７６年ぶりの見直
しについて
●有機農業の振興と学校給食への利
用について
●給食への補助を、アレルギーで弁
当持参の生徒・児童へ出すことに
ついて
●子どもの医療費無料化と選定療養
費７，７００円について

三好　優子 ●伊吹島の買い物について

合田千佳子 ●住民参加型の行政推進について

掲 載 で き な か っ た 代 表 質 問

掲 載 で き な か っ た 個 人 質 問
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審 議 結 果

議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果
議案第１号 専決処分の承認について（令和５年度観音寺市一般会計補正予算（第７号）） 承　　認
議案第２号 専決処分の承認について（令和５年度観音寺市一般会計補正予算（第８号）） 〃
議案第３号 専決処分の承認について（令和５年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）） 〃
議案第４号 観音寺市組織条例の一部改正について 原案可決
議案第５号 観音寺市附属機関設置条例の一部改正について 〃
議案第７号 観音寺市特別会計条例の一部改正について 〃
議案第８号 健康交流施設「おおのはら」条例の一部改正について 〃
議案第９号 観音寺市国民健康条例の一部改正について 〃
議案第11号 観音寺市介護保険介護給付費準備基金条例の一部改正について 〃
議案第12号 観音寺市介護保険法関係手数料条例の一部改正について 〃
議案第13号 観音寺市空家等対策の推進に関する条例の一部改正について 〃
議案第14号 観音寺市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部改正について 〃
議案第15号 観音寺市漁港管理条例の一部改正について 〃
議案第16号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意
議案第17号 字の区域の変更について 原案可決
議案第18号 市道路線の認定について 〃
議案第19号 指定管理者の指定について 〃
議案第20号 令和５年度観音寺市一般会計補正予算（第９号） 〃
議案第21号 令和５年度観音寺市施設貸付事業特別会計補正予算（第２号） 〃
議案第22号 令和５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃
議案第23号 令和５年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃
議案第24号 令和５年度観音寺市下水道事業会計補正予算（第３号） 〃
議案第26号 令和６年度観音寺市国民健康保険事業特別会計予算 〃
議案第27号 令和６年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計予算 〃
議案第28号 令和６年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計予算 〃
議案第29号 令和６年度観音寺市介護保険事業特別会計予算 〃
議案第30号 令和６年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計予算 〃
議案第31号 令和６年度観音寺市粟井財産区特別会計予算 〃
議案第32号 令和６年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計予算 〃
議案第33号 令和６年度観音寺市下水道事業会計予算 〃
議案第34号 観音寺市監査委員条例の一部改正について 〃
議案第35号 観音寺市下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 〃
議提議案第２号 地方自治法第180条第１項に基づく観音寺市長専決処分事項の一部改正について 〃

議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

三
好　

優
子

藤
田　
　

均

篠
原　

和
代

白
川　

雅
仁

石
山　

秀
和

篠
原　

重
寿

大
久
保
隆
敏

詫
間　
　

茂

岸
上　

政
憲

大
矢　

一
夫

大
賀　

正
三

伊
丹　

準
二

豊
浦　

孝
幸

立
石　

隆
男

合
田
千
佳
子

大
平　

直
昭

井
下　

尊
義
議決結果

無無
共
無
自公明党 立志会 自民新政会 創風会

議案第６号 観音寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償等に関する条例の一部改正について ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第10号 観音寺市介護保険条例の一部改正について ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第25号 令和６年度観音寺市一般会計予算 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

請願第１号 「核兵器禁止条約第３回締約国会議への日本政府のオ
ブザーバー参加を求める意見書」の提出を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ● ● ○ ○ ● 採　　択

意見書案第１号 核兵器禁止条約第３回締約国会議への日本政府
のオブザーバー参加を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ● ● ○ ○ ● 原案可決

議提議案第１号 観音寺市議会議員定数条例の一部改正について ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

●賛否の分かれた議案

※会派別五十音順　　※無所属（会派に所属していない議員）…自由民主党、日本共産党

※議長には可否同数の場合のみ裁決権があります。
※○…賛成　●…反対　欠…欠席　除…除斥　退…退席　

●全会一致の議案

議案の審議結果
※提出議案などの詳細は、市議会ホームページ「提出議案等」をご覧ください。

令和６年第１回（３月）定例会
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開 催 報 告

　昨年度に開催した高校生との意見交換会オープンカフェ「ミライヱ」で寄せられた
高校生の声を市に提案し、実現することとなりましたのでお知らせします。
　ＪＲ豊浜駅の駐輪場整備要望が令和６年度に事業化され、駅前に屋根付き駐輪場が
整備されます。高校生を含め利用者の利便性が向上します。

議会の仕組みを学びます。どんな仕事をしているの？どんな人が議員になれるの？願いは聞いてもらえるの？

クイズラ
リー

５階フロ
アーのい

ろんな

ところに
クイズが

あるよ！

ヒントは
議員に

聞いてみ
よう！

議場de質問会議員体験をしてみよう！君の質問に真剣に答えてくれます。

本年も市民フォーラム開催します !

夏 休 み夏 休 み
親子議場見学会親子議場見学会

2024 年 8 月 4 日（日）10 時～
観音寺市役所５階

対象は市内在住の小学生とその保護者

災害から学ぶ「命を守る行動」と「生き延びるための行動と備え」
6 月 30日（日）13 時～
ハイスタッフホール 多目的ホール
❶能登半島地震への災害応援に行った方から、被災地の現状を聞いてみませんか
❷どういった備えが有効なのかな？一緒に考えてみませんか
❸南海トラフ地震想定映像と防災クイズ
❹防災展示を見て、自宅の備えをもう一度考えてみませんか

来場者 先着２００名様に備蓄水とアルファ米をプレゼント！

オープンカフェオープンカフェ『ミライヱ』『ミライヱ』

テーマ

日 時

場 所

６月頃に応募方法などお知らせいたします。

高校生の意見が市政を
動かしました！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
昨
年
５

月
に
第
５
類
に
な
り
、
こ
こ
４
年
余
り
は
制

約
を
さ
れ
た
生
活
で
し
た
が
、
や
っ
と
元
の

状
態
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

３
月
議
会
で
は
、
６
日
に
４
名
の
議
員
が

代
表
質
問
を
行
い
、
７
日
に
８
名
の
議
員
が

個
人
質
問
に
立
ち
市
施
策
に
つ
い
て
問
い
た

だ
し
ま
し
た
。

　

質
問
内
容
は
施
政
方
針
に
つ
い
て
が
一
番

多
く
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
方
向
性
を
伺
う
質

問
が
続
き
ま
し
た
。
中
で
も
令
和
６
年
度
の

予
算
は
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
質
問
が
あ
り
、

市
長
も
慎
重
に
答
弁
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

広
聴
広
報
委
員
会
で
は
、
昨
年
同
様
に
市

民
の
方
と
意
見
交
換
の
出
来
る
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
意
見
交
換
会
を
行
う
予
定
に
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
元

日
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、
こ

こ
30
年
以
内
に
高
い
確
率
で
起
こ
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
東
南
海
大
地
震
（
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
）
を
想
定
し
命
を
守
る
こ
と
を
一
番

に
考
え
「
分
か
り
や
す
く
・
備
え
・
体
験
す

る
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
、
議

会
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
親
子

議
場
見
学
会
を
企
画
中
で
す
。
出
来
る
だ
け

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

広
聴
広
報
委
員
会
委
員　
　
　

詫
間　

茂

編
集
後
記

６
月
定
例
会

　
　
の
予
定

18
日

12
日

11
日

10
日

６
・
７
日

５
月
30
日

本
会
議

総
務
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議

広
聴
広
報
委
員
会

委
員
長　
　

三
好　

優
子

副
委
員
長　

豊
浦　

孝
幸

　
　
　
　
　

篠
原　

重
寿

　
　
　
　
　

詫
間　
　

茂

　
　
　
　
　

白
川　

雅
仁

　
　
　
　
　

合
田
千
佳
子

　
　
　
　
　

岸
上　

政
憲

この写真は 5月ごろに学校近くのもみじを撮ったものです。
もみじは秋が一番の見ごろだと思いがちですが、春のもみじ
も青々としていて魅力があります。これからも四季の変化を
カメラにおさめていきたいです。

（『新緑』　川
かわ

崎
さき

　万
ま

結
ゆ

）

「初夏」と呼ばれ、少しずつ夏に入り始める 5月。段々上がっ
ていく気温と共に夏の訪れを感じていると、道端にも夏を運
んできた虫の姿がありました。

（『夏を連れてきた虫』　大
おおくら

倉　涼
りょう

太
た

郎
ろう

）

この写真は、紫陽花を撮影しているときに偶然ハチが飛んで
きて撮れたものです。
とてもきれいな紫陽花とハチを楽しむことができます。

（『いただきまーす』　櫛
くし

田
だ

　涼
すず

羽
は

）

粟島へ撮影に行ったとき、細道を抜けていった先に咲いていた
花を撮ったものです。花壇に植えられていたり、花畑の中にあ
ったりしたわけではない野生の花だったうえに、自分は植物に
ついては詳しくないので、その花の名前も分からなかったの
ですが、何か惹かれるモノを感じ、思いつきで撮影したところ、
まるで楽園のような美しい風景を撮ることができました。
（『楽園』　森

もり

　一
かず

真
ま

）

表紙写真の紹介 香川県立観音寺第一高等学校


